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<研究概要>

A-1)盤長類の色覚の遺伝子,生理,行動研究

三上孝允,後藤俊二 (人類進化モデル研究セ

ンター ･(有)日本野生動物研究所),

小池智 (東京都神経研),斎藤慈子 (国立精神

･神経センター),長谷川寿一 (東京大),

河村正二 (東京大)

赤緑色盲で有利になるカラーカモフラージュの視

覚刺激を用い,ヒト,チンパンジー,カニクイザル,オ

マキザルで行動テス トを行った.また,テナガザルの視

物質迫伝子の多型を調べる目的でインドネシア各地の

テナガザルのサンプルを採取した.

A-2)チンパンジー脳の発達過程

三上章允,西村剛 (学振特別研究員),

三輪隆子,田中正之●1,友永雅己●1,

松沢哲郎●1,鈴木樹理●2,加藤朗野●2,

松林清明●2,後藤俊二

チンパンジー脳形態の発達をMRIを用いて計測し,

発達に伴う脳サイズの拡大と髄鞘化の進行を調べた.
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A-3)サッカー ド課題遂行中のニューロン活動の時間特

性とニューロン ･タイプ判定

享上孝允,片井聡 (共同利用研究員 ･信州

大),石川直樹,海野俊平 (日本大),

加藤啓一郎 (洛星高校),妾英男 (大阪大)

サッカー ド課題遂行中に細胞外記録したニューロ

ン活動のバース ト発射を手掛かりとして大脳皮質内局

所回路を解析し,抑制性介在細胞を識別する手法を検討

した.

A-4)前頭葉障害患者の機能テスト

三上章允,宮井一郎 (ボバース記念病院),

林克樹 (誠愛リハビリテーション病院),

捌雅子 (誠愛リハビリテーション病院),

原田妙子 (日本福祉大),久保田鹿 (日本福祉

大 ･京都大名誉教授),細川貴之 (東京都神経

研),三輪隆子

前頭葉に障害のある患者さんで,様々な前頭葉機能

をテス トし,障害部位と各種機能障害との関係を解析し

た.また脳機能の変化を追跡するために近赤外線による

脳血流計測 (NIRS)を行った.

A-5)順序情報の情報処理機構の研究

井上雅仁,三上孝允

視覚刺激の提示順序の情報の記憶を必要とする課

題遂行時のサルの前頭連合野および側頭連合野から,秤

経細胞活動を記録し,解析を行った.

A-6)視覚探索課題遂行中の第四次視覚野の神経細胞活

動

猿渡正則,井上雅仁,三上章允

視覚探索課題の脳内情報処理機構を第四次視覚野

から神経細胞活動を記録して解析した.

Al7)動きを手掛かりとした形態認知における背側経路

の役割の研究

半田高史,海野俊平,片井聡,井上雅仁,

三上孝允

図形弁別課題 ･方向弁別課題を訓練したサルに,

Shape-kom･motionによる図形を用いた課題を行わせ,逮

動情報を扱うMT野とMST野から課題遂行中の神経細

胞活動を記録 ･解析した.

A-8)色弁別課題遂行中のサル前頭連合野におけるニュ

ーロン活動の解析

石川直樹,片井聡,井上雅仁,三上章允

色弁別と記憶を伴 う眼球運動課題遂行中のサル前

頭連合野から,I,ユーロン活動を記録し,バースト発火

の有無とパターンの違いを手掛かりとしてタイプ分類

を行った.その後,各タイプの細胞と課題との関連性を

解析した.

A-9)報酬及び嫌悪刺激の予測に関わる脳内機序の解明

平井大地,細川貴之,井上雅仁,三上孝允

遅延色見本合わせ課題遂行中のサル扇桃体からニ
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ユーロン活動を記録し,結具の相対的な選考性に依存し

た反応をするニューロンが存在することを示した.

A･10)VlからLGN-のフィー ドバック経路の機能の解

明

糎柑大弧 三上串允

視覚情報処理過程におけるフィー ドバック･ネット

ワークの役割を明らかにするために,サルの Vlから

LGN-フィー ドバック投射している神経細胞の選択的

破壊技術の蘭発を行った.

B-1)弁別訓練のサル一次視覚野の受容野特性に及ぼす

影響

脇田真清

オペラント行動中のサルの一次視覚皮質から記録

された内因性信号の解析を行った.
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